
- 1 3 -

ホ ル ス タ イ ン 種 雌 子 牛 の 早 期 離 乳 方 法 の 検 討

沢田泰人・矢倉 明 ・吉 原 由 実 子 ・多 久 和 正１）

ホルスタイン種雌子牛の早期育成による管理の省力化技術を検討する目的で、哺要 約

乳量と離乳期の違いが発育に及ぼす影響を調査した。

哺乳量、離乳週齢および固形飼料の違いによって三試験区を設置し、カーフハッチで個体

管理を行う１３週齢までの体重および体高、胸囲等の体型測尺値を測定し分散分析によって解

析した。

その結果、８リットル哺乳し５週齢で離乳した試験区と４リットル哺乳し平均７．９週齢で離乳し

た試験区は試験期間中、体高に有意な差は認められなかった。しかし、８リットル哺乳し４週齢

で離乳した試験区では５週齢以降、体高と体重において他の試験区よりも下回って推移する傾

向が見られ、１３週齢時の体重は４リットル哺乳した区よりも有意に下回った。

いずれの試験区でも１３週齢時の体型測尺値はホルスタイン雌牛標準発育の平均以上にな

り、離乳週齢による有意な差は認められなかった。

したがって、哺乳量を８リットルに漸増し、濃厚飼料による養分充足率を高めることで５週齢程

度での離乳が可能であり、哺乳に関わる労力の節減に有効であると考えられた。
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緒 言

近年、ホルスタイン種については育成管理の省力化

を目的に早期離乳技術が検討され 、現在は１日２２，４）

回、４リットル哺乳しカーフスターターを安定的に１ｋｇ採

食する時点で離乳する方法が普及しつつあるが、哺乳

量を増やし離乳時期をさらに短縮する技術も検討され

つつある 。３）

今回、我々は哺乳量を８リットルに増やし５週齢ない

し４週齢で離乳した場合の子牛の発育に及ぼす影響に

ついて検討した。

材 料 お よ び 方 法

供試牛には、平成１１年３月から平成１３年９月に当場

で生産したホルスタイン種雌子牛１５頭を用いた。離乳

週齢および飼養方法の違いによって三試験区を設置

し、３水準の１因子配置試験とした。供試牛は出生順に

試験区へ編入させ、Ⅰ区には４頭、Ⅱ区には５頭、Ⅲ区

には６頭を割り当てた。

Ⅰ区には、１日に全乳４リットルを１回２リットルずつ朝

９時と夕５時の２回に分けて哺乳し、固形飼料には市販

の乳用種子牛用カーフスターター（ＤＭ中のＣＰ２３％、

ＴＤＮ８５％）とチモシー乾草（ＤＭ中のＣＰ７．８％、ＴＤ

Ｎ５４％）を用いた。離乳時期はカーフスターター１ｋｇを

安定的に採食できた時点とした。チモシー乾草は細断

して自由採食させた。

Ⅱ区とⅢ区は、生後１週齢から２週齢にかけては１日

に全乳６リットルを１回２リットルずつ朝９時と昼１時、夕５

時の３回に分けて哺乳し、３週齢では１日に全乳７リット

ルを１回３．５リットルずつ朝９時と夕５時の２回に分けて

哺乳し、４週齢以降は１日に全乳８リットルを１回４リット

ルずつ朝９時と夕５時の２回に分けて哺乳した。離乳時

期は試験Ⅱ区は５週齢時、試験Ⅲ区は４週齢時とした。

固形飼料には市販の乳用種子牛用カーフスターターと

ルーサンペレット（ＤＭ中のＣＰ１８％、ＴＤＮ５７．８％）、

チモシー乾草を用いた。チモシー乾草は、試験Ⅰ区と

同様に自由採食させた。ルーサンペレットや配合飼料

の給与量は週齢に対応して漸増させ日本飼養標準の

示す早期離乳方式 との対比ではＣＰ量、ＴＤＮ量は哺５）

乳中は１．４倍（全乳を含む）、離乳後はＣＰ量、ＴＤＮ量

とも日本飼養標準とほぼ同量とした（表１）。

調査項目は、体重および体高、胸囲、体長、尻長、

腰角幅とし２週間毎に測定した。

結果数値の統計的解析は、パッケージソフトウェア

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社製Ｅｘｃｅｌ（登録商標）を用いＴｕｋｅｙ－

Ｋｒａｍｅｒ法による多重比較を行った 。６），８）

１）島根県松江農林振興センター
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結 果

各試験区の体高の推移は、Ⅰ区とⅡ区間では１週齢

から１３週齢のいずれの時点でも差は認められなかった

（図１）。Ⅲ区は６週齢時に８２．０ １．８０ｃｍを示し、Ⅰ±

区（８６．５ ２．１４ｃｍ）と比較し有意に下回った±

（ ）。また、７週齢時には８２．９ ２．１２ｃｍを示P<0.05 ±

し、Ⅱ区の８７．３ ２．３８ｃｍと比較し有意に下±

回った（ ）。試験終了時の１３週齢には、Ⅲ区がP<0.05

他の区に比べ下回る傾向があったが、各試験区間に有

意差は認められなかった（表２）。また、いずれの区もホ

ルスタイン雌牛発育値標準 の平均（９１．３ｃｍ）と同等７）

またはそれ以上の値を示した。

体重は、Ⅱ区が４週齢までは他の試験区よりも有意

に上回って推移したが、それ以降は他の試験区と有意

な差は認められなかった。

Ⅲ区は５週齢以降に増体が鈍化傾向を示し（図２）、

１３週齢時には９９．２ ７．２４ｋｇとなり、Ⅰ区の１１１．９±

表 1 Ⅱ 区 と Ⅲ 区 の 全 乳 と 濃 厚 飼 料 給 与 量 と 養 分 量

生後 カーフ ルーサン 養分量 DM中濃度
週齢 全乳 スターター ペレット DM CP TDN CP TDN

ﾘｯﾄﾙ kg kg kg kg kg % %

1 6 0.2 0.86 0.21 1.02 24.9 118.6

2 6 0.3 0.1 1.04 0.25 1.14 24.2 110.5

3 7 0.5 0.2 1.41 0.34 1.49 23.7 105.4

4 8 0.8 0.3 1.88 0.44 1.91 23.5 101.6

5 8 1.0 0.4 2.14 0.50 2.11 23.2 98.4

6 1.0 0.5 1.32 0.28 1.00 21.3 75.8

7 1.6 0.5 1.84 0.40 1.44 21.8 78.4

8 1.6 0.5 1.84 0.40 1.44 21.8 78.4

9 1.6 0.5 1.84 0.40 1.44 21.8 78.4

10 2.0 0.7 2.37 0.51 1.84 21.7 77.8

11 2.0 1.0 2.64 0.56 2.00 21.3 75.8

12 2.0 1.0 2.64 0.56 2.00 21.3 75.8
注.生後週齢は飼料給与の開始時期とした

図 １ 体 高 の 推 移
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８．４０ｋｇと比較し有意に下回った（ ）。± P<0.05

体長、尻長、腰角幅、胸囲は１３週齢時にⅢ区が他

の試験区よりも下回る傾向があったが有意な差は認め

られなかった（表２）。

考 察

全乳６ないし８リットルを１日３回ないし２回に分けて哺

乳させ、５週齢または４週齢で離乳を試みたところ、哺

育試験終了時の１３週齢時には、全乳４リットルを１日２

回に分けて哺乳させる慣例的な方法と比較して体高等

の体型測尺値に差は認められず、ホルスタイン雌牛標

準発育値の平均以上に達した。野中らは１日の哺乳量

を最高８リットルまで増やし４週間哺乳させた場合、体高

の伸びについては、１カ月間でホルスタイン雌牛標準発

育の平均を上回り２カ月目で上線に達しそれ以降は上

線を大きく上回って発育したと報告している 。本試験３）

では体高の発育の改善までには至らなかったが、これ

は、彼らが離乳後の固形飼料にカーフスターターととも

に泌乳牛用 を給与していることから、離乳後の固TMR

形飼料の違いに起因すると思われた。

また、４週齢で離乳した場合、体重や体高が他の試

験区を下回る傾向が認められた。野中らは生時体重と

離乳時期に関して生時体重が４０ｋｇ以下の子牛であれ

ば離乳時期を若干延長する必要があると述べており、３）

表 ２ 哺 育 試 験 の 結 果 （ 1 3 週 齢 時 ）

Ⅰ 区 Ⅱ 区 Ⅲ 区

供 試 牛 頭 数 4 5 6

生 時 体 重 4 2 . 3± 1 . 5 0 4 6 . 0± 3 . 4 6 3 9 . 3± 6 . 7 4

離 乳 週 齢 7 . 9± 1 . 4 5 4

試 験 終 了 時 ( 1 3 週 齢 )

体 重 1 1 1 . 9± 8 . 4 0 a 1 0 8 . 2± 6 . 8 3 9 9 . 2± 7 . 2 4 b

体 重 増 加 量 6 9 . 7± 6 . 9 9 6 2 . 2± 7 . 1 8 5 9 . 8± 7 . 7 9

通 算 日 増 体 重 0 . 8 5± 0 . 2 6 5 0 . 7 0± 0 . 0 8 1 0 . 6 6± 0 . 0 8 0

体 高 9 4 . 7± 1 . 8 6 9 3 . 2± 3 . 4 2 9 1 . 2± 3 . 1 0

体 長 9 4 . 3± 3 . 3 0 9 3 . 5± 3 . 7 0 9 1 . 1± 4 . 4 0

尻 長 3 1 . 9± 1 . 0 7 3 1 . 4± 1 . 4 7 3 0 . 3± 1 . 0 1

腰 角 幅 2 5 . 7± 0 . 2 2 2 5 . 3± 0 . 8 3 2 5 . 0± 0 . 9 1

胸 囲 1 0 9 . 2± 0 . 6 0 1 0 5 . 6± 3 . 2 1 1 0 6 . 1± 2 . 1 1
平 均 値 ± 標 準 偏 差
多 重 比 較 は T u k e y - K r a m e r 法 ：異 符 号 間 で 有 意 差 ( a , b : p < = 0 . 0 5 )

図 ２ 体 重 の 推 移
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今回も４週齢で離乳した試験区に生時体重３５ｋｇ未満

の供試牛２頭が含まれていたことが発育に影響していた

と考えられた。

また、近年では子牛のルーメン発達は濃厚飼料の刺

激によって促進されることがルーメン絨毛の組織学的な

観察によって明らかにされ 、子牛の発育にとって重要１）

な要因と考えられている。今回の試験でも濃厚飼料によ

る養分充足率を高めたことが早期離乳子牛の発育が順

調に推移した一因となったと考えられる。

以上のように、哺乳量を８リットルに漸増し、濃厚飼料

による養分充足率を高めることで５週齢程度での離乳が

可能であり、哺乳に関わる労力の節減に有効であると

考えられた。
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